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み
な
さ
ま
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
本
稿
執
筆
時

点
で
は
、
よ
う
や
く
涼
し
く

な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

み
な
さ
ま
が
本
誌
を
お
手
に
さ

れ
る
頃
は
、
秋
も
深
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
話
題
は
、
浚
渫
工
事

で
す
。
当
事
務
所
で
は
、
備
讃

瀬
戸
航
路
に
お
け
る
船
舶
の
航

行
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、

昭
和
39
年
よ
り
断
続
的
に
航
路

の
維
持
浚
渫
工
事
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
平
成
25
年
度
か
ら

は
、
北
航
路
の
広
島
付
近
を
浚

渫
し
て
お
り
、
先
日
、
平
成
28

年
度
分
の
工
事
が
無
事
終
了
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
某
大
手
建
設
会
社
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、｢

地
図

に
残
る
仕
事｣

と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
建
設
業
の
魅
力
を

端
的
に
表
す
秀
逸
な
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
で
す
。
私
が
学
生
の
頃

か
ら
使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
こ

と
が
秀
逸
さ
の
何
よ
り
の
証
拠

で
す
。
実
際
、
自
分
が
事
業
に

携
わ
っ
た
道
路
を
地
図
上
に
発

見
し
た
り
、
あ
る
い
は
逆
に

カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ー

タ
に
な
い
新
設
道
路
を
運
転
す

る
と
き
な
ど
、
な
ん
と
も
言
え

な
い
充
実
感
と
と
も
に
、
こ
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
頭
を
よ
ぎ

り
ま
す
。

一
方
、
浚
渫
工
事
は
（
土
砂

活
用
を
別
と
す
れ
ば
）
、｢

地

図
に
残
ら
な
い
仕
事｣

で
す
。

工
事
の
前
後
で
目
に
見
え
る
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
海

で
の
作
業
な
の
で
、
工
事
も
一

般
の
方
の
目
に
は
触
れ
ま
せ
ん
。

で
は
、
浚
渫
工
事
に
お
い
て

は
、
充
実
感
が
な
い
か
と
い
え

ば
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

備
讃
瀬
戸
航
路
は
、
日
々
多
数

の
船
舶
が
航
行
す
る
海
上
交
通

の
要
衝
で
す
。
そ
し
て
、
航
路

上
の
人
流
と
物
流
が
、
み
な
さ

ん
の
24
時
間

日
の
生
活
を
支

え
て
い
ま
す
。
そ
う
考
え
れ
ば
、

備
讃
瀬
戸
航
路
を
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
船
舶
が
往
来
す
る
風
景
こ

そ
が
浚
渫
工
事
の
成
果
と
い
え

ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
は
そ
の

風
景
を
見
る
た
び
、
こ
っ
そ
り

悦
に
入
る
次
第
で
す
。
（
も
ち

ろ
ん
、
浚
渫
工
事
だ
け
で
は
な

く
、
様
々
な
機
関
と
人
々
の
、

多
種
多
様
な
仕
事
が
、
安
全
航

行
を
支
え
て
い
ま
す
。
）

み
な
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き

当
事
務
所
の
浚
渫
工
事
へ
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
瀬
戸
内
海

を
ご
覧
に
な
る
際
は
、
当
事
務

所
の
諸
先
輩
方
と
現
職
員
が
海

底
に
刻
ん
で
き
た｢

地
図
に
残

ら
な
い
仕
事｣

に
、
思
い
を
は

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

い
で
す
。

●高松港 航路啓開訓練 ●滑走路改良工事

●海岸清掃活動「リフレッシュ瀬戸内」 ●出前講座 等

高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
長

廣
松

新

地
図
に
残
ら
な
い
仕
事

365

備讃瀬戸航路を航行する巨大船



津波によって流出・沈降した障害物を揚収する訓練を高松港で実施

航空機の安全な運航のため、昨年度に続いて滑走路をリニューアル

平
成
28
年
9
月
1
日
（
木
）
、

東
南
海
・
南
海
地
震
の
発
生
を
想

定
し
、
津
波
に
よ
っ
て
航
路
に
流

出
・
沈
降
し
た
障
害
物
を
揚
収
す

る
航
路
啓
開
訓
練
を
高
松
港
の
実

海
域
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
啓
開
作
業
時
の
連

絡
体
制
の
確
認
や
測
量
機
器
（
ナ

ロ
ー
マ
ル
チ
ビ
ー
ム
）
を
用
い
た

沈
降
物
探
査
の
有
効
性
、
沈
降
物

の
揚
収
作
業
の
実
施
方
法
な
ど
を

確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

訓
練
で
は
、
①
当
事
務
所
所
有

の
港
湾
業
務
艇
「
さ
ん
せ
と
」
に

測
量
機
器
を
搭
載
し
て
沈
降
物
を

探
査
②
沈
降
物
の
位
置
に
位
置
表

示
の
ブ
イ
を
投
入
③
揚
描
船
と
潜

水
士
に
よ
っ
て
沈
降
物
を
揚
収
し

ま
し
た
。

訓
練
の
結
果
、
測
量
機
器
を
使

用
し
た
沈
降
物
探
査
の
有
効
性
な

ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

当
事
務
所
で
は
、
今
回
の
訓
練
に

よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
沈
降
物
探
査

を
は
じ
め
航
路
啓
開
の
実
効
性
を

さ
ら
に
高
め
た
航
路
啓
開
計
画
を

策
定
し
、
災
害
時
に
お
け
る
緊
急

物
資
の
輸
送
に
資
す
る
航
行
船
舶

の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
も
の

で
す
。

（
沿
岸
防
災
対
策
室

田
村
）

▲港湾業務艇「さんせと」による沈降物探査

▲モニター画面に映し出された沈降物 ▲揚描船による沈降物の揚収状況

沈降物

滑走路 全延長 2500m

H28年度
1100m

H27年度
200m

高
松
空
港
で
は
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
今
年
度
も
滑
走
路
の

改
良
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

改
良
工
事
は
、
舗
装
の
傷
ん

だ
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
削
り
取
り
、

新
し
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
打
ち

替
え
る
工
事
で
す
。

高
松
空
港
で
は
、
こ
の
改
良

工
事
を
概
ね
10
年
間
隔
で
行
っ

て
お
り
、
平
成
元
年
の
開
港
後

2
回
目
の
工
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。

今
回
の
工
事
期
間
は
平
成
28

年
10
月
か
ら
平
成
29
年
3
月
に

か
け
て
予
定
し
て
お
り
、
日
々

の
作
業
は
航
空
機
の
利
用
が
な

い
夜
間
作
業
で
行
い
ま
す
。

作
業
は
翌
朝
の
航
空
機
の
利

用
開
始
ま
で
に
終
え
る
必
要
が

あ
り
、
制
限
が
あ
る
中
で
の
厳

し
い
施
工
と
な
り
ま
す
が
、
航

空
機
の
安
全
な
運
航
の
た
め
、

日
々
緊
張
感
を
持
っ
て
工
事
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

（
保
全
課

仲
井
）

▲滑走路改良工事 施工範囲

▲切削状況（H27工事）▲舗設状況（H27工事）

沈降物



巡視艇▲防災についての講義

7
月
26
日(

火)

、
岡
山
科
学
技

術
専
門
学
校
測
量
環
境
工
学
科
の

2
年
生
15
名
を
対
象
に
出
前
講

座
を
行
い
ま
し
た
。

2
日
間
か
け
て
、
高
松
か
ら
高

知
の
各
現
場
を
見
学
す
る
行
程
と

な
っ
て
お
り
、
当
事
務
所
で
は
、

港
湾
に
お
け
る
津
波
対
策
・
防
災

に
つ
い
て
の
講
義
と
高
松
港
朝
日

地
区
の
耐
震
強
化
岸
壁
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

耐
震
強
化
岸
壁
の
見
学
で
は
、

岸
壁
の
構
造
形
式
や
耐
震
対
策
に

つ
い
て
質
問
が
挙
が
り
、
港
湾
構

造
物
や
防
災
に
つ
い
て
の
関
心
の

深
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

(

企
画
調
整
課

松
原
）

海岸清掃活動 「リフレッシュ瀬戸内」

海をきれいにする活動の表彰式

出前講座
～港湾における地震・津波対策について～

▼現場見学の様子

▲坂出市ナカンダ浜清掃の様子 ▲東かがわ市田のノ浦海岸清掃の様子 ▲回収されたゴミ

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内
」

は
、
瀬
戸
内
沿
岸
の

市
町
村
、

11
府
県
、
国
土
交
通
省
の
９
つ

の
機
関
で
構
成
す
る
『
瀬
戸

内
・
海
の
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推

進
協
議
会
（
通
称
：
海
ネ
ッ

ト
）
』
が
平
成
５
年
度
よ
り
始

め
た
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
海
岸
清

掃
の
取
り
組
み
で
す
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
今
年
で
24
回
目
を

迎
え
、
平
成
27
年
度
ま
で
で
延

べ
約

万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

約
１
万
８
千
ト
ン
の
ゴ
ミ
を
回

収
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
6
月
か
ら
瀬
戸
内
沿

岸
の
海
岸
で
清
掃
活
動
が
行
わ

れ
、
地
域
の
方
々
や
協
力
団

体
・
企
業
の
方
々
等
、
多
く
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
川
県
内
で
は
、
約
6
千
名

の
参
加
に
よ
り
、
約
47
ト
ン
の

ゴ
ミ
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
「
受
け
継
ご
う

き
れ
い
で
豊
か
な
瀬
戸
の
海
」

を
合
言
葉
に
、
美
し
い
瀬
戸
内

海
を
守
る
活
動
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
企
画
調
整
課

松
原
）

187

107

7
月
20
日(

水)

、
小
豆
島
町

立
星
城
小
学
校
に
お
い
て
、
海

を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
一
般

協
力
者
の
奉
仕
活
動
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
。

港
内
、
海
浜
等
の
美
化
活
動

に
貢
献
さ
れ
た
団
体
等
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
星
城
小
学
校
で

は
、
平
成
12
年
頃
か
ら
毎
年
5

月
30
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）
に

草
壁
港
周
辺
の
清
掃
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
育
ま
れ

る
「
住
ん
で
い
る
町
を
き
れ
い

に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
は
、

後
輩
達
に
も
受
け
継
が
れ
、
ご

み
の
無
い
住
み
や
す
い
町
に
つ

な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

(

総
務
課

横
谷
）

▲表彰状授与後の記念撮影



2016宇多津秋の大収穫祭

【日時】
11月5日（土）、6日(日） 午前10時～午後4時
【場所】
宇多津町浜二番丁(イオンタウン周辺）
【内容】
農産物・海産物・特産品等販売、
よさこい鳴子踊りほか等各種イベント
【問合せ先】
宇多津町まちづくり課
香川県綾歌郡宇多津町1881番地
TEL：0877-49-8009

【見学は事前申し込み不要・無料】

【日時】１０月１５日（土） １０：００～１５：３０ (最終受付１５：００)
【場所】高松港サンポート(大型旅客船ふ頭横）
【内容】浮遊ごみや浮遊油を回収する「美讃」

を一般公開します。
・船内見学（操舵室、作業甲板）
・パネル展示
・船員服試着＆記念撮影

【問合わせ先】
高松港湾・空港整備事務所 企画調整課
ＴＥＬ：０８７－８５１－５５２４

海面清掃兼油回収船

▲海のゴミや油を回収する「美讃」 ▲「美讃」一般公開の様子

「美讃」一般公開
び さ ん

名
城
大
学
理
工
学
部

社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
3
年

江
城
領
太
さ
ん

私
は
公
務
員
と
い
う
職
業
に
興
味

が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
一
番
大
き
な

仕
事
を
体
験
し
た
い
と
考
え
高
松
港

湾
・
空
港
整
備
事
務
所
さ
ん
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
志
願
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
高

松
港
や
高
松
空
港
が
香
川
県
民
そ
し

て
四
国
の
人
々
の
生
活
の
基
盤
を
支

え
て
い
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現

場
で
は
、
高
松
港
浚
渫
工
事
の
現
場

を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
初
め

て
海
底
を
掘
る
グ
ラ
ブ
の
大
き
さ
や

砂
を
陸
上
へ
あ
げ
て
い
る
光
景
を
見

て
感
動
し
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通

し
て
将
来
自
分
も
こ
の
よ
う
な
大
き

な
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
刺
激
を
受

け
た
と
同
時
に
高
松
港
湾
・
空
港
整

備
事
務
所
の
方
々
に
は
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

香
川
高
専
建
設
環
境
工
学
科
4
年

松
本
智
也
さ
ん

私
は
国
家
公
務
員
の
仕
事
や
実
際

の
職
場
の
雰
囲
気
を
体
験
し
た
い
と

思
い
、
高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務

所
に
受
け
入
れ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

今
回
は
様
々
な
事
業
の
う
ち
高
松

港
朝
田
地
区
航
路
浚
渫
工
事
と
高
松

空
港
地
下
道
耐
震
化
２
つ
の
事
業
の

現
地
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
地
で
は
実
際
に
浚
渫
工
事
を

し
て
い
る
様
子
を
見
学
し
た
り
地
下

道
耐
震
化
工
事
に
つ
い
て
実
際
に
自

分
の
目
で
見
な
が
ら
説
明
を
受
け
た

り
と
非
常
に
有
意
義
な
体
験
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
事
業
は

我
々
の
生
活
を
支
え
豊
か
な
も
の
に

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

短
い
間
で
し
た
が
、
お
忙
し
い
中

業
務
の
説
明
や
現
場
見
学
な
ど
と

い
っ
た
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務

所
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

インターンシップを終えて

※上記日程等は予定であり、変更になる可能性があります。

現
場
見
学
の
様
子

▲

※当日の天候により、中止する場合や時間を変更する場合があります。


